
病児病後児保育の認知度・利用状況 アンケート結果 

 

調査時期 平成２９年１１月 

調査対象 市内保育園、学童保育利用児童の保護者  

調査人数 １４８４名 

回 収 数 ８６５枚 

回 収 率 ５８．３％ 

 

問1 病児・病後児保育をご存じでしたか。 

① 知っていた ６６９名（７７％）  ② 知らなかった １９６名（２３％） 

 

問 2 お子さんが病気になった時に利用したいですか。 

① 利用したい（している）      ３１３名（３６％） 

② 利用したくない（する必要がない）  ５５１名（６４％） 

 

問３ 利用したくない（する必要がない）理由は何ですか。（複数回答可） 

回答 件数 

親（祖父母含む）や親族が対応できる ３５２ 

施設に預けることが不安 １５８ 

利便性がよくない（立地や利用可能時間など） １２９ 

利用料が高い ９８ 

利用方法がわからない ６０ 

その他 ８９ 

 



   問 3 その他の内容 

    ・病気の悪化や他の病気への感染、他の子に病気をうつしてしまう可能性等の心配（9名） 

    ・病気の時は子どもの側にいてあげたい、かわいそう等（２名） 

・仕事を休めるまたは職場へ同行（２名） 

    ・定員が少ない（２名） 

    ・利用手続きが手間（２名） 

    ・長期の場合は利用したい（２名） 

    ・場所が遠い（１名） 

    ・子どもが大きいため、１人で過ごせる（１名） 

    ・市外のため（２名） 

    ・断られた（１名） 

     

                          

問４．その他、ご意見やお気づきの点がございましたらご記入ください。 

    ・当日（突発的に）預けられないことが不便（２０名） 

    ・登録・利用方法をもっと簡単にして欲しい（２０名） 

・施設の内容が不透明（１５名） 

・必要、とても良い制度だと思う（１３名） 

・利用経験あり。今後も利用したい等（１３名） 

・今後、機会があれば利用したい（１１名） 

・緊急時には利用したい（７名） 

    ・利用当日に連れて行って、医師に断られたら困る（３名） 

    ・１度登録すれば６年生まで良いのか（２名）     

    ・病状はどの程度から（まで）預かって貰えるのか（２名） 

    ・一日の保育記録を細かく書いてくれるので安心して預けられる（１名） 


